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カナダのマリファナ問題

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
四
日　

開
催

カ
ナ
ダ
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
問
題
―
一
九
六
〇
年
代
か
ら
続
く
熱
い
議
論

 

マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
テ
ル

 

（
執
筆
＝
矢
頭
典
枝
）

■
講
演
者
…
…
マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
テ
ル
（
カ
ナ
ダ
・
ヨ
ー
ク
大

学
教
授
）

■
司
会
・
解
説
・
通
訳
…
…
矢
頭
典
枝
（
本
学
英
米
語
学
科
准

教
授
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
副
所

長
）

■
使
用
言
語
…
…
英
語
（
日
本
語
に
よ
る
解
説
・
通
訳
あ
り
）

マ
ル
セ
ル
・
マ
ル
テ
ル
教
授
の
略
歴

カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
ケ
ベ
ッ
ク
市
出
身
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
ヨ
ー
ク

大
学
で
博
士
号
取
得（
歴
史
学
）。
現
在
、
ヨ
ー
ク
大
学
歴
史
学
部
教
授
。

専
門
分
野
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
史
、
一
九
六
〇
年
代
の
若
者
文
化
、

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
問
題
研
究
、
国
家
に
よ
る
反
体
制
文
化

監
視
に
関
す
る
研
究
。

〈
講
演
の
主
旨
〉

は
じ
め
に

（
二
人
の
人
物
の
写
真
を
見
せ
）
こ
の
二
人
を
み
な
さ
ん
は
知
っ
て

い
ま
す
か
。
右
の
人
は
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
の
ア
メ
リ
カ
の
元
大
統
領

の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
（Bill Clinton

）
で
す
。
左
は
、
カ
ナ
ダ
の
野

党
第
一
党
で
あ
る
自
由
党
の
党
首
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ル
ド
ー（Justin 

Trudeau

）で
す
。
四
〇
代
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
い
政
治
家
で
す
が
、

カ
ナ
ダ
の
首
相
を
一
四
年
間
務
め
、
近
代
カ
ナ
ダ
の
基
礎
を
築
い
た
あ

の
有
名
な
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
の
息
子
で
す
。
次
の
連
邦
総
選
挙
で

自
由
党
が
勝
利
す
れ
ば
、
彼
が
カ
ナ
ダ
の
首
相
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
二
人
の
政
治
家
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ン
ト

ン
は
、
過
去
に
お
け
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
に
つ
い
て
記
者
に
尋
ね
ら

れ
た
と
き
、「
吸
っ
た
（sm

oke

）
こ
と
は
あ
る
が
、
吸
い
込
ん
で
（in-

hale
）は
い
な
い
」
と
い
う
と
ん
ち
ん
か
ん
な
答
え
を
返
し
ま
し
た
。
他

方
で
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ル
ド
ー
は
、
政
治
家
に
な
っ
て
脚
光
を
浴
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び
た
と
き
、
あ
る
記
者
会
見
で
「
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
い
う
記
者
の
質
問
に
正
直
に
答
え
、「
吸
っ
た
こ
と
は
あ
る

し
、
も
ち
ろ
ん
吸
い
込
み
ま
し
た
」
と
答
え
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

二
人
と
も
過
去
に
お
い
て
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
っ
た
こ
と
を
認
め
た
、
と

い
う
点
で
共
通
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
有
名
政
治
家
が
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る

の
は
、
や
は
り
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
は
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
問
題
だ
か
ら
で
す
。
カ
ナ
ダ
政
府
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
関
す
る
一

連
の
政
策
を
施
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
未
だ
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
健
康
に
無
害
だ
と
信
じ
る
人
が
多
い

で
す
が
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
は
違
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
マ

リ
フ
ァ
ナ
を
栽
培
し
た
り
使
用
し
た
り
す
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

つ
い
最
近
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
で
六
七
歳
の
女
性
が

マ
リ
フ
ァ
ナ
を
自
宅
で
栽
培
し
て
使
用
し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
有
罪

と
な
っ
た
事
件
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
女
性
は
長
年
、
神
経
痛
や

筋
肉
痛
で
苦
し
ん
で
お
り
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
痛
み
止
め
と
し
て
効
果
が

あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。

マルセル・マルテル先生

司会・解説・通訳の矢頭先生
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カ
ナ
ダ
で
は
な
ぜ
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
違
法
な
の
か

こ
の
よ
う
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
健
康
に
無
害
、
あ
る
い
は
病
気
に
効
果

的
、
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
使

用
は
カ
ナ
ダ
で
違
法
な
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
第
一
の
理
由
と
し
て
、

強
大
な
隣
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
、
中

南
米
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
コ
カ
イ
ン
な
ど
の
強
い
薬
物

が
国
内
に
流
入
す
る
の
を
阻
止
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
自
由
党
政
権
下
の
二
〇
〇
二
年
に
カ
ナ
ダ
連
邦
政
府

が
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
を
犯
罪
の
枠
か
ら
外
す
（decrim
inalize

）
勧

告
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
猛
烈
に
批
判
し
ま
し
た
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
薬
物
規
制
政
策
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
だ
っ
た

ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
は
「
カ
ナ
ダ
の
こ
の
決
定
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
り
、
我
々
の
若
い
世
代
を
守
る
た
め
に
国
境
の

警
備
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

第
二
に
、
カ
ナ
ダ
は
一
九
一
二
年
の
「
ハ
ー
グ
国
際
ア
ヘ
ン
条
約

（H
ague International O

pium
 Convention

）」
締
結
以
降
、
薬
物

の
製
造
と
普
及
を
禁
止
あ
る
い
は
制
限
す
る
数
々
の
国
際
条
約
を
締
結

し
て
い
る
た
め
、
容
易
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
合
法
化
で
き
な
い
と
い
う
事

情
も
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
一
九
八
八
年
に
「
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
の

不
正
取
引
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約（U

nited N
ations Con-

vention Against Illicit Traffi  c in N
arcotic Drugs and Psycho-

tropic Substances

）」
が
数
多
く
の
国
と
締
結
さ
れ
、
規
制
対
象
と

な
る
薬
物
の
種
類
も
増
加
し
、
世
界
的
に
薬
物
規
制
が
強
化
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
条
約
が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
こ
と

を
使
命
に
持
つ
「
国
際
薬
物
規
制
委
員
会（International N

arcotics 
Control Board

）」
も
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
大
き
く

分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
薬
物
の
流
通
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、

第
二
に
、
薬
物
の
供
給
を
医
療
目
的
と
科
学
的
実
験
目
的
に
制
限
す
る

こ
と
、
第
三
に
、
薬
物
の
生
産
と
取
引
の
国
際
的
な
取
り
締
ま
り
で
す
。

一
九
六
〇
年
代
の
薬
物
論
争

マ
リ
フ
ァ
ナ
の
医
療
目
的
使
用
に
つ
い
て
詳
し
い
マ
イ
ヤ
ー
医
師

（D
r. Lorelei M

eier

）は
、
公
共
政
策
に
よ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
規
制
は

意
味
の
な
い
こ
と
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
政

策
が
あ
っ
て
も
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
消
費
す
る
人
た
ち
は
後
を
絶
た
ず
、

ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
な
く
な
ら
ず
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
密
売
者
た
ち

と
い
た
ち
ご
っ
こ
に
な
る
だ
け
だ
と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。
ま
た
、
マ

リ
フ
ァ
ナ
を
規
制
す
る
政
治
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
使

用
に
反
対
す
る
有
権
者
た
ち
か
ら
の
票
集
め
に
も
な
る
、
と
い
う
政
治

家
た
ち
の
思
惑
も
見
え
隠
れ
す
る
、
と
い
う
の
で
す
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
の

使
用
に
関
し
て
は
、
一
方
で
は
そ
れ
を
支
持
す
る
人
々

―
マ
リ
フ
ァ

ナ
愛
好
家
や
医
療
目
的
の
使
用
を
支
持
す
る
医
療
関
係
者
た
ち

―
、

そ
し
て
、
も
う
一
方
で
は
そ
れ
を
規
制
す
る
側

―
政
府
と
警
察

―

と
の
間
の
対
立
構
図
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
歴
史
的
に
説
明
し
ま
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し
ょ
う
。

自
国
の
体
制
に
不
満
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
が
カ
ナ
ダ
に
流

入
し
、
カ
ナ
ダ
の
若
者
た
ち
と
共
に
「
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
」
を
繁
栄
さ
せ

た
一
九
六
〇
年
代
、
カ
ナ
ダ
で
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
者
が
増
加
し
、
自

宅
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
栽
培
す
る
若
者
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。（
漫

画
を
見
せ
、）こ
の
漫
画
で
は
、
自
宅
の
庭
で
嬉
し
そ
う
に
マ
リ
フ
ァ
ナ

を
栽
培
す
る
青
年
を
親
が
困
っ
た
よ
う
に
見
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち

ら
で
は
、
二
人
の
男
の
子
が
自
宅
の
屋
根
裏
部
屋
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を

吸
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
親
に
見
つ
か
り
、
悪
び
れ
も
せ
ず
、「
パ
パ
、
心

配
し
な
い
で
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
っ
て
い
る
だ
け
だ
よ
。」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
風
景
は
一
九
六
〇
年
代
、
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
、｢

マ

リ
フ
ァ
ナ
天
国
カ
ナ
ダ｣

と
い
う
印
象
を
内
外
に
与
え
て
い
ま
し
た
。

他
方
で
、
医
療
関
係
者
た
ち
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
は
癌
や
神
経

痛
な
ど
痛
み
が
強
い
病
気
の
治
療
と
し
て
利
用
で
き
る
と
主
張
し
て
い

ま
し
た
。
医
師
が
処
方
し
た
ド
ラ
ッ
グ
は
治
療
用
と
し
て
有
用
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
す
る
よ
う
政
府
に
線
引
き
を
求
め

た
の
で
す
。

ま
た
、
子
を
持
つ
国
民
た
ち
や
学
校
関
係
者
、
そ
れ
に
宗
教
団
体
は
、

マ
リ
フ
ァ
ナ
を
健
康
と
社
会
価
値
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し
、

教
育
に
こ
そ
解
決
を
見
出
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
様
々
な
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。（
ポ
ス
タ
ー
を
見
せ
、）
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は

一
九
六
〇
年
代
に
カ
ナ
ダ
の
学
校
で
使
わ
れ
た
も
の
で
、
家
の
階
を

使
っ
て
生
徒
た
ち
に
薬
物
の
危
険
性
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
す
。
一
番

上
の
屋
根
裏
部
屋
に
書
か
れ
た
も
の
は
最
も
危
険
な
ド
ラ
ッ
グ
で
、
強

い
幻
覚
症
状
を
引
き
起
こ
す
Ｌ
Ｓ
Ｄ
と
メ
ス
カ
リ
ン
と
と
も
に
、
ハ
シ

シ
ュ
と
マ
リ
フ
ァ
ナ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
裏
部
屋
は
若
者
が

マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
う
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
た
め
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
こ
こ
に
書
か
れ
て
あ
り
、
決
し
て
手
を
出
し
て
は
い
け
な
い

も
の
と
し
て
警
告
を
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の
階
で
は
、
刺
激
物
で

は
あ
る
が
、
家
に
普
通
に
あ
る
も
の
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
刺

激
物
で
す
が
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寝
室
の
あ
る
二
階

に
は
、
風
邪
薬
の
ア
ス
ピ
リ
ン
、
下
痢
止
め
の
コ
デ
イ
ン
、
睡
眠
剤
や

鎮
痛
剤
が
あ
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
や
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
あ
る
一
階
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
、
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
カ
コ
ー
ラ
、
ビ
ー
ル
、
精
力
剤

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
下
室
に
は
、
も
の
を
修
理
し
た
り
、
つ

く
っ
た
り
す
る
た
め
の
ノ
リ
や
溶
液
が
あ
り
ま
す
。

マ
リ
フ
ァ
ナ
は
、
健
康
に
は
無
害
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
一
九

六
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、
カ
ナ
ダ
の
若
者
た
ち
の
最
も
深
刻
な
問
題

は
マ
リ
フ
ァ
ナ
で
は
な
く
、「
飲
酒
」
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
や
メ
ス
カ
リ
ン
ほ
ど
の
危
険
性
は

な
い
も
の
の
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
で
そ
れ
ら
と
同
じ
最
上
階
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
か
ら
始
ま
り
、
よ
り
危
険
な
ド
ラ
ッ
グ
に

人
々
が
手
を
染
め
て
し
ま
う
危
険
性
を
防
ぐ
た
め
で
す
。
マ
リ
フ
ァ
ナ

反
対
派
は
、
こ
う
し
た
教
育
の
現
場
に
お
け
る
啓
発
運
動
を
展
開
す
る
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だ
け
で
な
く
、
政
府
に
何
ら
か
の
法
的
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
求
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

政
府
の
介
入

―
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ

こ
れ
を
受
け
て
、
カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
は
一
九
六
九
年
、「
医
療
目
的
以

外
の
ド
ラ
ッ
グ
使
用
に
関
す
る
諮
問
委
員
会
（Com

m
ission of In-

quiry into the N
on-M

edical U
se of D

rugs

）」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
七
四
年
に
出
さ
れ
た
そ
の
勧
告
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ

使
用
を
違
法
と
す
る
が
、
違
反
者
に
対
し
て
は
禁
固
刑
で
は
な
く
罰
金

な
ど
軽
い
処
罰
に
と
ど
め
る
、
と
い
う
曖
昧
な
も
の
で
し
た
。

一
方
、
こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
同
様
の
動
き
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
六
九
年
七
月
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
、「
薬
物
濫

用
に
対
す
る
国
家
的
攻
撃
」
と
題
し
て
演
説
し
、
こ
の
な
か
で
「
ア
メ

リ
カ
の
保
護
者
た
ち
は
、
子
供
た
ち
を
薬
物
濫
用
に
晒
す
こ
と
な
く
学

校
に
送
り
出
す
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
保
護
者
た
ち
は
高
校

や
中
学
校
に
お
け
る
薬
物
の
存
在
に
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
」

と
懸
念
を
表
明
し
、
国
民
に
注
意
を
喚
起
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
立

ち
上
が
っ
た
「
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
ド
ラ
ッ
グ
濫
用
に
関
す
る
大
統
領
委
員

会
（The Presidential Com

m
ission on D

rug Abuse

）」
が
一
九

七
二
年
に
出
し
た
勧
告
の
内
容
は
、
カ
ナ
ダ
の
そ
れ
と
同
様
の
も
の
で
、

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

• 

個
人
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
と
使
用
は
容
認
さ
れ
て
も
よ
い
。

• 

一
オ
ン
ス
以
内
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
所
持
は
刑
罰
の
対
象
と
し
な
く

て
よ
い
。（
一
オ
ン
ス
以
上
の
所
持
は
罰
金
の
対
象
と
す
る
。）

• 

節
度
の
あ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
は
無
害
と
み
な
す
。

こ
れ
は
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
期
待
し
た
勧
告
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
動
き

カ
ナ
ダ
は
一
八
六
七
年
の
建
国
当
時
よ
り
、
一
時
期
を
除
い
て
、
二

図．1960年代にカナダの学校で使った反薬物啓蒙ポ
スター
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大
政
党
が
国
政
を
運
営
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
現
在
の

与
党
で
あ
る
保
守
党（Conservative Party

）は
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
を

規
制
す
る
傾
向
が
あ
り
、
も
う
一
つ
の
自
由
党（Liberal Party

）は
緩

和
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
保
守
党
が
連
邦
政
権
に
あ
っ
た
一
九
八
四

か
ら
一
九
九
三
年
ま
で
は
、
比
較
的
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
規
制
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
由
党
が
勢
い
を
取
り
戻
し
た
一
九
九
〇
年
代
よ
り
、
医

療
目
的
で
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
を
肯
定
す
る
動
き
が
強
ま
り
ま
し
た
。

一
九
九
三
年
に
自
由
党
が
政
権
を
奪
還
し
、
一
九
九
六
年
に
制
定
し
た

「
規
制
ド
ラ
ッ
グ
お
よ
び
物
質
法（Controlled Drugs and Substances 

Act

）」
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
を｢

違
法｣
と
し
つ
つ
も
、
多
様
な
神

経
症
状
を
引
き
起
こ
す
多
発
性
硬
化
症
と
診
断
さ
れ
た
人
々
や
エ
イ
ズ

患
者
な
ど
の
苦
し
み
を
緩
和
す
る
た
め
、
二
名
の
医
師
の
診
断
に
よ
り

許
可
さ
れ
た
場
合
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
を
許
可
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
、
カ
ナ
ダ
厚
生
省（H

ealth Canada
）は
「
マ
リ

フ
ァ
ナ
医
療
ア
ク
セ
ス
規
則（M

arihuana M
edical Access Regu-

lations

）」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
医
療
目
的
で
医
師
の
許
可

を
得
た
患
者
の
み
が
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
規
則
で
、

医
療
目
的
に
制
限
し
て
い
る
も
の
の
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
対
象
者
を

広
げ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
を
め
ぐ
る
動
き
に

変
化
が
み
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
現
在
、
一
五
の
州
で
医
療
目
的
で
の
マ

リ
フ
ァ
ナ
使
用
が
合
法
化
さ
れ
、
コ
ロ
ラ
ド
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
は

マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
は
全
面
的
に
合
法
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
隣
国

の
こ
う
し
た
動
き
が
カ
ナ
ダ
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
、
と
い
う
点

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

カ
ナ
ダ
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
対
す
る
政
策
は
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た

が
、｢

非
合
法
的
な
物
質｣

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
対
す
る
政
策
の
実
施
は
、
実
際
に
は
緩
い
と
い
え

ま
す
が
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
所
持
あ
る
い
は
使
用
し
た
人
に
は
、
罰
金
を

科
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
彼
ら
を
捕
ま
え

た
警
察
や
裁
判
官
の
判
断
に
も
よ
り
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
よ
り
再
び
保
守
党
が
政
権
に
返
り
咲
き
、
ま
た
マ
リ

フ
ァ
ナ
使
用
を
規
制
す
る
動
き
が
若
干
み
ら
れ
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
国

政
選
挙
が
来
年（
二
〇
一
五
年
）実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
マ
リ
フ
ァ

ナ
使
用
に
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
肯
定
的
な
自
由
党
が
勝
利
す
れ
ば
、
新

た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

〈
本
講
演
開
催
の
意
義
〉

本
講
演
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
一
九
六
〇
年
以
降
の
マ
リ
フ
ァ
ナ

問
題
に
関
す
る
世
論
の
変
遷
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
カ
ナ
ダ
連
邦
政
府



29

カナダのマリファナ問題

の
マ
リ
フ
ァ
ナ
に
関
す
る
公
共
政
策
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
そ
れ

と
比
較
し
、
カ
ナ
ダ
の
学
校
教
育
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
マ
リ
フ
ァ

ナ
問
題
に
関
す
る
意
識
教
育
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

日
本
で
は
、
こ
こ
数
年
い
わ
ゆ
る
「
脱
法
ハ
ー
ブ
」
使
用
者
が
相
次

い
で
事
故
や
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
名
称
を
国
民

に
公
募
し
た
結
果
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」
に
変
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
。カ

ナ
ダ
で
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
使
用
が
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
、
カ
ナ
ダ

に
留
学
、
あ
る
い
は
旅
行
す
る
日
本
人
は
、
実
際
に
は
カ
ナ
ダ
国
内
の

い
ろ
ん
な
場
所
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
楽
し
む
人
々
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
あ

る
。
本
学
の
学
生
も
例
外
で
は
な
い
。
本
講
演
で
は
、「
カ
ナ
ダ
で
は
マ

リ
フ
ァ
ナ
使
用
は
違
法
で
あ
る
」、「
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
ド

ラ
ッ
グ
を
使
用
し
た
場
合
、
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」、「
外
国
人

が
カ
ナ
ダ
で
罪
に
問
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
強
制
送

還
さ
れ
、
カ
ナ
ダ
に
二
度
と
入
国
で
き
な
く
な
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が

強
調
さ
れ
、「
健
康
に
無
害
だ
と
い
わ
れ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
か
ら
、
よ
り
危

険
な
ド
ラ
ッ
グ
に
走
る
者
が
多
い
」
と
い
っ
た
危
険
性
に
つ
い
て
論
じ

ら
れ
た
。

日
本
の
学
校
に
お
い
て
、
薬
物
濫
用
防
止
に
関
す
る
教
育
の
更
な
る

充
実
が
図
ら
れ
よ
う
と
す
る
な
か
、
本
講
演
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
問
題
を
取

り
上
げ
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
議
論
を
整
理
し
、
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

〈
講
演
会
の
様
子
〉

マ
リ
フ
ァ
ナ
に
つ
い
て
の
知
識
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
多
く
の
学
生

は
、
熱
心
に
マ
ル
テ
ル
先
生
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
講
演
後
の
質

疑
応
答
で
は
、
学
生
か
ら
英
語
に
よ
る
質
問
が
二
つ
と
日
本
語
に
よ
る

質
問
が
一
つ
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
留
学

し
た
学
生
か
ら
の
質
問
で
、「
マ
リ
フ
ァ
ナ
が
違
法
な
ら
、
何
故
そ
こ
ら

へ
ん
で
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
吸
っ
て
い
る
人
た
ち
が
捕
ま
ら
な
い
の
で
す
か
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ル
セ
ル
先
生
は
「
お
か
し

な
こ
と
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使
用
よ
り
も
煙
草
の
喫
煙
の

方
が
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
カ
ナ
ダ
の
警
察
は
、

マ
リ
フ
ァ
ナ
の
常
習
犯
で
な

け
れ
ば
見
逃
す
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
使

用
は
カ
ナ
ダ
で
は
違
法
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し

て
お
く
べ
き
で
す
」
と
回
答

し
た
。

講演に聴き入る「カナダ研究入門Ⅰ」の学
生 達


